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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

総
　
務
　
部

　

①
東
京
都
功
労
者
表
彰（
10
月
１
日
）

　
　

第
16
東
支
部　

絹
一
・
フ
レ
ン
ド

　

②
東
京
都
知
事
表
彰
（
12
月
４
日
）

　
　

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　

第
４
支
部　

新
町
長
寿
会

　
　
　

第
11
南
支
部　

狭
間
福
楽
会

　

③
新
年
懇
親
会
（
１
月
15
日
）

　
　

八
王
子
エ
ル
シ
ィ　

参
加
者
98
名

　

④
八
・
シ
ニ
ア
連
理
事
一
泊
研
修
旅
行

　
　
（
２
月
24
日
～
25
日
）

　
　

南
伊
豆
河
津
桜
・
富
士
山
世
界

　
　

遺
産
見
学
・
堂
ヶ
島
温
泉
泊
他

広
　
報
　
部

　

①
会
報
１
５
０
号
行
（
10
月
10
日
）

　
　
（
元
気
な
ク
ラ
ブ
特
集
）

　

②
会
報
１
５
１
号
行
（
３
月
10
日
）

　
　
（
文
芸
特
集　

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）

生
き
が
い
活
動
部

　

①
第
６
回
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
展

　
　
（
10
月
18
日
～
25
日
）

　
　

八
王
子
市
八
王
子
駅
南
口

　
　

総
合
事
務
所　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

　
　

来
場
者
数
：
５
２
５
名

令 

和 

元 

年 

度  

下 

期 

活 

動 

報 

告

健
康
増
進
部

　

①
第
61
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
11
月
10
日　

椚
田
運
動
場
）

　

参
加
者
１
２
０
名

　
　

優　

勝　

第
18
支
部

　
　
　
　
　
　

鑓
水
弥
生
会

　
　

準
優
勝　

第
18
支
部

　
　
　
　
　
　

松
木
福
寿
会

　
　

第
３
位　

第
13
支
部

　
　
　
　
　
　

上
川
町
明
鏡
会

地
域
貢
献
活
動
部

　

①
令
和
元
年
度 
親
切
行
為
者
の
表
彰

　
　
（
10
月
５
日　

八
王
子
市
役
所
）

　
　

第
７
支
部

　
　
　

上
野
町
二
丁
目
長
寿
会

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
）

　
　

第
７
支
部

　
　
　

花
上　

稔
恵�（
台
町
四
丁
目
相
生
会
）

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
）

　
　

第
11
南
支
部

　
　
　

江
添　

一
雄�

（
狭
間
福
楽
会
）

　
　
　
　
（
環
境
美
化
）

　
　
　

髙
木　

正
博

　
　
　
　
（
館
町
団
地
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
（
公
共
生
活
へ
の
貢
献
）

榛
名
福
寿
会
学
童
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
　
（
公
共
生
活
へ
の
貢
献
）

　

②
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　

１
１
４
千
円
八
社
協
へ
預
託

　

③
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
　

約
６
４
０
千
円
を
八
社
協
へ
預
託

　
女
　
性
　
部

　

①
日
帰
り
研
修
旅
行

　
　

11
月
28
日
・
29
日

　
　
　

１
８
８
名
参
加

　
　
　

場
所　

岡
谷
蚕
糸
博
物
館

　
　
　
　
　
　

尖
石
縄
文
考
古
館

　

②
棒
体
操
講
習
会
（
12
月
５
日
）

　
　

北
野
市
民
セ
ン
タ
ー
８
階
ホ
ー
ル

　
　

78
名
参
加

同
　
好
　
会

　

①
第
14
回
ゴ
ル
フ
同
好
会
大
会

　
　

11
月
８
日

　
　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
八
王
子
ゴ
ル
フ
場

　
　

28
名
参
加

　

②
第
12
回
将
棋
同
好
会
大
会

　
　

恩
方
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

10
月
18
日

　
　

31
名
参
加
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

　

俳　

句

◆
第
２
支
部
◆

も
み
ぢ
葉
の
さ
や
か
に
紅
の
郷
を
思
う

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ�

榎
田　

小
梅

春
日
傘
回
せ
ば
恋
の
奴
か
な

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ�
小
林　
　

晃

◆
第
３
支
部
◆

母
に
似
て
朝
日
を
拝
む
令
和
の
日

	

緑
町
西
緑
寿
会�

稲
場
ス
ミ
子

寒
風
の
坂
上
り
き
て
兄
見
舞
う

	

緑
町
西
緑
寿
会�

小
柳
美
智
子

◆
第
４
支
部
◆

小
春
日
や
袴
き
ど
っ
て
浜
散
歩

	

三
楽
会�

野
口　

政
彦

水
き
よ
ら
生
く
も
の
な
べ
し
笑
み
つ
ど
ふ

	

三
楽
会�

野
口　

住
江

◆
第
７
支
部
◆

遠
山
に
雪
恵
那
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
か
な

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

田
中　

恭
男

青
空
に
探
梅
の
足
と
ら
れ
け
り

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

田
中　

亘
代

水
仙
の
つ
ぼ
み
見
つ
け
た
春
近
し

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

峰
尾　

仁
子

子
ら
集
い
語
る
抱
負
や
春
ひ
と
日

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�

大
日
向　

宏

重
ね
来
し
大
晦
日
や
悔
い
く
つ

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�

加
藤　

歌
江

干
支
（
子
）
八
度
迎
え
て
屠
蘇
の
膳
囲
む

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�

佐
藤
子
之
吉

雲
の
影
触
る
れ
ば
昏
む
花
辛
夷

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�

萩
原　

正
子

◆
第
８
支
部
◆

小
春
日
や
霞
た
な
び
く
甲
斐
の
山

	

中
野
西
三
青
葉
会�

山
﨑
須
美
子

ほ
ほ
ゑ
み
し
夫
の
遺
影
や
鏡
餅

	

中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

阿
部　

靖
子

紅
梅
や
古
刹
の
句
碑
の
ほ
の
ぼ
の
と

	

中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

上
田
眞
理
子

ふ
る
さ
と
の
サ
イ
ズ
変
ら
ぬ
雑
煮
餅

	

中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

古
平
田
鶴
子

◆
第
10
支
部
◆

身
体
の
健
康
作
り
ス
ト
レ
ッ
チ

	

丹
木
町
親
睦
会�

け
ん
じ

冬
休
み
夜
通
し
の
暖
孫
泊
ま
る

	

丹
木
町
親
睦
会�

芳
賀　

久
伍

日
溜
り
で
猫
と
一
緒
に
昼
寝
す
る

	

万
青
会�

小
澤　

茂
雄

湯
煙
り
や
桜
は
や
咲
く
伊
豆
の
宿

	

万
青
会�
津
田　

清
二

文
芸
特
集

文
芸
特
集
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
11
南
支
部
◆

老
い
て
な
お
あ
れ
や
こ
れ
を
と
寒
の
入
り

	
館
町
む
つ
み
会�

菅
野　

嘉
子

湯
豆
腐
の
お
ど
り
始
め
を
掬
い
け
り

	

上
館
む
つ
み
会�

森
本
た
み
子

カ
マ
キ
リ
が
俺
も
見
た
い
よ
菊
花
展

	

榛
名
福
寿
会�

秋
田
谷
久
勝

菊
の
花
日
々
の
努
力
で
天
地
人

	

榛
名
福
寿
会�

井
上　
　

曻

鉢
う
え
の
菊
こ
ぼ
れ
咲
く
秋
ひ
よ
り

	

榛
名
福
寿
会�
小
林
ミ
ツ
子

器
欠
き
老
い
を
認
め
る
霜
月
夜

	

榛
名
福
寿
会�

佐
藤　

吉
枝

福
寿
会
あ
ふ
れ
る
笑
顔
菊
花
展

	

榛
名
福
寿
会�

常
盤　

幹
子

リ
ン
ゴ
来
た
岩
手
福
島
長
野
か
ら

	

榛
名
福
寿
会�

八
重
樫
哲
男

夕
暮
に
急
ぐ
家
路
や
ゆ
ず
湯
の
香

	

榛
名
福
寿
会�

山
本　

乃
枝

青
い
空
柿
良
く
熟
れ
て
食
べ
た
い
な

	

榛
名
福
寿
会�

榛
名
福
寿
会
合
作

松
の
日
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
に
娘
と
笑
ま
ふ

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会�

繁
野　

温
子

コ
ー
ヒ
ー
を
濃
い
め
に
入
れ
て
秋
の
朝

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会�

布
川　

正
子

文
学
館
火
遣
の
置
か
れ
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

	

狭
間
福
楽
会�

赤
嶺
百
合
子

◆
第
11
北
支
部
◆

崩
さ
れ
た
土
手
に
冬
芽
の
桜
か
な

	

三
軒
在
家
万
会�

伊
藤　
　

完

夏
帯
を
や
の
字
結
び
に
稽
古
か
な

	

三
軒
在
家
万
会�

岩
波　
　

幸

侘
助
や
一
輪
さ
し
て
灯
を
と
も
し

	

三
軒
在
家
万
会�

大
澤　

洋
子

下
萌
や
青
き
大
地
は
す
ぐ
そ
こ
に

	

三
軒
在
家
万
会�

金
井　

延
子

老
父
母
の
笑
顔
で
語
る
春
炬
燵

	

散
田
東
町
朗
友
会�

小
野
タ
マ
枝

綿
虫
も
ふ
と
加
わ
る
や
立
話

	

散
田
東
町
朗
友
会�

内
田　

和
子

立
冬
や
窓
に
始
ま
る
雨
の
音

	

散
田
東
町
朗
友
会�

川
鍋　

謙
藏

青
空
の
透
き
て
眩
し
い
白
き
富
士

	

散
田
東
町
朗
友
会�

小
林
む
ら
子

焚
火
せ
る
教
師
と
児
童
芋
探
す

	
東
雲
寿
老
会�

塙　
　

幸
子

身
を
の
せ
て
か
ぼ
ち
ゃ
押
切
る
冬
立
つ
日

	

朝
日
ヶ
丘
長
友
会�

安
藤
美
代
子

◆
第
12
支
部
◆

踏
え
ら
れ
野
菊
一
輪
地
に
生
き
る

	

元
二
喜
楽
会�

山
本
タ
ツ
子

◆
第
13
支
部
◆

父
の
顔
お
も
か
げ
見
ゆ
る
秋
の
夕
ぐ
れ

	

犬
目
第
二
桜
寿
会�

村
田　

房
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

初
富
士
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
目
の
当
り

	

唐
松
明
生
会�

稲
田　

知
司

年
の
暮
両
手
に
荷
物
里
帰
り

	

唐
松
明
生
会�

小
町　

精
一

疲
れ
胃
に
七
種
粥
を
食
い
に
け
り

	

唐
松
明
生
会�

小
山　
　

茂

風
呂
入
り
て
柚
子
の
匂
い
で
長
湯
す
る

	

唐
松
明
生
会�

小
山　

武
雄

栗
飯
の
さ
し
入
れ
友
と
テ
レ
ビ
見
る

	

唐
松
明
生
会�

藤
本　

洋
子

◆
第
14
支
部
◆

鎌
倉
や
紫
陽
花
見
越
し
由
比
が
浜

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

浅
倉　

栄
子

聴
き
な
れ
し
ラ
ジ
オ
再
び
春
の
朝

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

北
川　

末
子

雪
催
い
お
こ
た
で
友
に
メ
ー
ル
打
つ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

小
石
澤
ト
シ
子

ク
レ
マ
チ
ス
今
年
も
50
花
咲
き
祝
う

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

酒
井　

ト
ミ

な
つ
か
し
の
友
の
年
賀
で
ふ
る
さ
と
思
う

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

佐
藤　
　

光

秋
剪
定
明
る
い
庭
に
妻
喜
ぶ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
野　

幸
雄

一
夜
明
け
庭
木
に
光
る
雪
の
花

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
野
佳
寿
子

今
年
こ
そ
健
康
第
一
春
を
呼
ぶ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
橋　

妙
子

ひ
よ
ど
り
が
枯
れ
木
を
ゆ
す
り
柿
た
べ
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

豊
田　

た
か

た
っ
た
一
つ
自
然
に
耐
え
た
実
生
柿

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

橋
本
美
恵
子

鴨
来
た
る
荒
れ
浅
川
が
楽
園
に

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

福
富
喜
代
男

雨
や
ん
で
紅
葉
ま
ぶ
し
虹
の
橋

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

真
上　

政
子

夏
の
道
倒
れ
た
男
性
に
声
を
か
け

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

吉
本　

暎
子

ふ
れ
あ
い
の
里
の
谷
川
西
瓜
冷
え

	

第
七
若
葉
会�

中
村　

正
夫

ま
ぶ
し
さ
や
春
の
光
り
に
手
を
か
ざ
す

	

第
七
若
葉
会�

西　

ま
す
み

鶴
頸
に
挿
す
一
本
の
和
水
仙

	

第
七
若
葉
会�

前
川　

澄
子

愛
犬
の
老
い
た
体
を
介
護
す
る

	

第
七
若
葉
会�

本
村　

靜
子

山
笑
ふ
夫
亡
き
後
も
こ
こ
に
住
み

	

第
七
若
葉
会�

八
木　

裕
子

一
夜
に
て
神
業
宿
る
霜
柱

	
楠
木
ク
ラ
ブ�

坂
本　

信
子

住
み
慣
れ
し
帰
れ
ぬ
里
の
桜
恋
ふ

	

楠
木
ク
ラ
ブ�

　

田
中　

孚
子

◆
第
15
支
部
◆

亡
き
友
の
ぐ
み
の
実
赤
く
だ
れ
を
待
つ

	

壮
友
会�

青
木　

ト
ヨ

◆
第
16
東
支
部
◆

落
葉
籠
ほ
っ
と
ひ
と
息
日
向
ぼ
こ　

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

小
泉　

欣
也
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

寒
空
に
鳥
三
羽
二
羽
渡
り
け
り

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

舟
岡　

正
男

山
茶
花
に
ま
ど
ろ
む
猫
の
冬
陽
か
な

	
片
倉
台
む
つ
み
会�

丸
山　

節
子

散
尽
す
銀
杏
並
木
空
高
し

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

三
木　

法
子

宮
柱
ふ
と
し
き
御
家
に
初
参
り

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

森　
　

洋
人

山
閉
ざ
す
雨
の
甲
斐
路
や
冬
紅
葉

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

横
川　

泰
子

令
和
の
代
平
和
の
松
明
燃
や
し
つ
つ

	

長
沼
み
の
り
会�
飯
島　

正
一

創
価
大
箱
根
駅
伝
シ
ー
ド
校

	

長
沼
み
の
り
会�

齋
藤　

哲
雄

令
和
な
り
明
る
い
未
来
祈
り
ま
す

	

長
沼
み
の
り
会�

齋
藤　

紀
代

紅
葉
燃
ゆ
高
尾
山
頂
富
士
見
ゆ
る

	

長
沼
み
の
り
会�

髙
㟢　

一
明

き
の
こ
飯
集
う
食
卓
四
世
代

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

池
上
す
み
子

旅
路
行
く
古
城
の
落
葉
鈴
虫
の
音

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

今
井　

敬
子

道
草
の
子
等
に
砕
か
る
薄
氷

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

小
倉　

一
弥

願
い
込
め
は
ず
む
賽
銭
初
詣

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

小
倉　

晴
美

雑
炊
は
今
も
か
な
は
ぬ
母
の
味

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

笠
本　

怜
子

令
和
な
る
秋
深
き
山
も
み
じ
映
え

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

鎌
倉　

和
子

柚
子
を
も
ぐ
手
の
届
か
ざ
る
も
ど
か
し
さ

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

木
附
せ
つ
子

す
ず
虫
の
声
を
背
に
し
て
冬
支
度

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

久
藤　

信
子

亡
き
人
に
さ
び
し
く
鳴
き
て
リ
ー
ン
リ
ン
と

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

髙
橋　

良
子

ち
ち
ろ
虫
土
間
の
片
隅
下
駄
の
上

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

斗
光　
　

博

寂
し
げ
に
一
枚
残
る
赤
紅
葉

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

平
林　

五
六

車
窓
よ
り
あ
ら
と
云
ふ
声
梅
の
花

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド�

山
岸
伊
久
雄

白
銀
の
映
ゆ
る
ア
ル
プ
ス
野
は
春
に

	

第
一
豊
寿
会�

小
川　

吉
彦

庭
に
落
つ
零
余
子
炊
き
込
み
一
人
飯

	

第
一
豊
寿
会�

権
瓶　

敦
子

あ
じ
さ
い
や
友
の
形
見
の
花
衣

	

第
一
豊
寿
会�

坂
木　

和
子

犬
の
背
に
老
を
感
じ
る
冬
散
歩

	
第
一
豊
寿
会�

村
尾　

紀
子

蒲
公
英
の
鼓
を
鳴
ら
す
春
の
風

	

第
一
豊
寿
会�

湯
澤　

誠
章

知
床
の
海
山
真
白
二
月
尽

	

第
二
豊
寿
会�

浅
井　

勝
巳

卒
寿
向
け
新
た
な
一
歩
春
の
日
々

	

第
二
豊
寿
会�

安
藤　

昭
楓

老
人
の
リ
ハ
ビ
リ
多
し
春
陽
射
し

	

第
二
豊
寿
会�
岡
野
ま
さ
子

京
五
山
鎌
倉
五
山
冬
に
入
る

	

第
二
豊
寿
会�

小
澤　

忠
良
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

結
ひ
髪
の
か
ざ
し
に
一
枝
花
き
ぶ
し

	

第
二
豊
寿
会�

多
田
喜
代
治

◆
第
16
西
支
部
◆

初
夏
の
葉
に
梅
の
実
ひ
と
つ
我
思
う

	

片
倉
福
寿
会�

酒
井　

富
恵

紫
陽
花
の
葉
を
傘
に
し
て
カ
タ
ツ
ム
リ

	

片
倉
福
寿
会�

田
中　

孝
栄

◆
第
17
支
部
◆

裸
木
の
幹
の
息
吹
か
冬
並
木

	

紫
陽
会�
朝
来
野
国
彦

更
け
し
夜
や
独
り
言
す
る
寒
蜆

	

紫
陽
会�

井
上　

裕
代

枯
れ
す
す
き
両
手
で
開
け
る
裏
の
木
戸

	

紫
陽
会�

江
川
寿
三
郎

枯
葉
に
も
色
香
残
せ
し
も
の
の
あ
り

	

紫
陽
会�

大
脇　

康
孝

追
羽
根
の
右
へ
左
へ
姉
い
も
と

	

紫
陽
会�

岡　
　

潔
志

い
ち
ま
い
の
枯
葉
に
も
あ
る
美
し
き
過
去

	

紫
陽
会�

留
目　

禮
子

◆
第
18
支
部
◆

打
ち
水
も
焼
け
石
に
水
江
戸
の
街

	

松
木
福
寿
会�

大
窪　

哲
哉

　

短　

歌

◆
第
２
支
部
◆

夫
婦
な
ら
何
ん
で
も
話
せ
る
仲
に
な
れ

教
え
守
っ
て
我
は
生
き
た
し

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ�

小
林　
　

晃

晩
秋
の
風
立
つ
夕
小
さ
き
蝶

落
葉
に
ま
み
れ
吹
か
れ
ゆ
き
た
り

	

小
門
町
友
愛
会�

小
磯　

豊
子

◆
第
３
支
部
◆

故
夫
愛
で
る
武
蔵
野
の
木
立
を
の
こ
す

富
士
森
の
朝
日
を
浴
て
輝
く
若
芽

	

緑
町
西
緑
寿
会�

齋
藤　

庸
子

◆
第
４
支
部
◆

年
の
瀬
に
駅
階
段
を
九
段
落
ち

痛
み
沁
み
入
る
後
期
高
齢

	
新
町
長
寿
会�

水
島　

愛
子

◆
第
７
支
部
◆

し
ぐ
る
る
や
陛
下
寿
ぐ
人
の
波

お
だ
や
か
な
日
々
あ
り
が
た
き
か
な

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

田
中　

亘
代

カ
ラ
オ
ケ
を
マ
イ
ク
片
手
に
歌
う
人

元
気
は
つ
ら
つ
寿
の
会

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�
栗
原　

莞
次
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
８
支
部
◆

住
む
人
の
無
き
家
庭
の
酔
芙
蓉

わ
れ
を
見
つ
め
る
朝
の
ひ
と
と
き

	

中
野
西
三
青
葉
会�

原　

加
津
子

◆
第
10
支
部
◆

冬
空
に
ひ
よ
ど
り
低
く
鳴
き
飛
ん
で

庭
の
南
天
大
き
く
揺
ら
す

	

丹
木
町
親
睦
会�

吉
野　

賤
男

◆
第
11
南
支
部
◆

八
十
八
い
つ
の
間
に
か
背
も
丸
く
な
り

鏡
に
写
る
母
の
姿

	

上
館
む
つ
み
会�

森
本
た
み
子

湯
け
む
り
の
闇
夜
に
映
る
も
み
じ
か
な

天
然
温
泉
極
楽
の
お
湯

	

榛
名
福
寿
会�

岩
下　
　

勇

孫
の
た
め
木
に
取
り
お
き
し
み
か
ん
の
実

一
夜
で
取
ら
れ
無
念
く
や
し
き

	

榛
名
福
寿
会�

佐
藤
健
二
郎

五
才
な
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
夢
中
な
児

た
く
さ
ん
さ
が
せ
大
好
き
な
こ
と

	

榛
名
福
寿
会�

佐
藤　

吉
枝

庭
す
み
に
落
葉
か
き
わ
け
水
仙
の

つ
ぼ
み
の
さ
き
に
春
の
風
ふ
く

	

榛
名
福
寿
会�

田
所　

幸
子

水
筒
に
熱
い
お
茶
入
れ
木
枯
し
に

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
寒
さ
し
の
ぎ
に

	

榛
名
福
寿
会�

宮
野　

光
夫

三
度
勝
つ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
め
ら
れ
ぬ

秘
訣
は
一
つ
巣
鴨
の
パ
ン
ツ

	

榛
名
福
寿
会�

八
重
樫
哲
男

平
成
を
佳
き
日
と
語
る
茶
の
人
よ

襟
を
正
し
て
旅
立
ち
行
か
む

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会�

繁
野　

温
子

降
り
る
人
へ
お
気
を
つ
け
て
と
声
か
け
る

や
さ
し
き
目
し
て
バ
ス
運
転
手

	

狭
間
福
楽
会�

赤
嶺
百
合
子

◆
第
11
北
支
部
◆

季
節
く
れ
ば
咲
く
花
花
の

け
な
げ
さ
に
癒
さ
る
ゝ
事
多
く
あ
り
た
り

	

東
雲
寿
老
会�

増
田　

順
子

◆
第
12
支
部
◆

孫
娘
学
業
卒
え
て
帰
る
日
を

台
風
迫
り
無
事
を
祈
り
つ

	
元
二
喜
楽
会�

山
本
タ
ツ
子

◆
第
13
支
部
◆

故
郷
に
向
か
う
「
は
や
て
」
の
ス
ピ
ー
ド
に

時
の
流
れ
と
父
母
お
も
う

	

犬
目
第
二
桜
寿
会�

村
田　

房
子

初
日
の
出
お
燗
の
酒
で
ひ
と
り
飲
む

重
ね
し
年
に
あ
る
が
ま
ま
に

	

唐
松
明
生
会�

稲
田　

知
司

太
陽
の
光
さ
し
こ
み
あ
ざ
や
か
に

燃
え
立
つ
ば
か
り
の
も
み
じ
葉
の
色

	

唐
松
明
生
会�

藤
本　

洋
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
14
支
部
◆

八
十
路
ま
で
歩
ん
だ
こ
の
道
更
に
進
め
る

肩
く
み
合
っ
て
手
を
と
り
合
っ
て

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

佐
藤　
　

光

友
と
行
く
八
十
路
の
大
会
ま
っ
し
ぐ
ら

優
勝
目
指
し
百
歳
ま
で

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
野　

幸
雄

窓
の
外
手
を
と
め
て
眺
る
風
花
の

舞
美
し
や
琴
を
続
け
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�
髙
野
佳
寿
子

我
が
街
も
秋
の
訪
れ
草
も
み
じ

陣
馬
の
山
も
色
ど
り
そ
え
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

豊
田　

た
か

寒
く
な
り
い
も
鍋
囲
み
語
ら
い
は

思
い
出
す
な
り
山
形
の
友

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

福
富
喜
代
男

バ
ス
下
り
て
家
路
に
つ
く
上
り
坂

フ
フ
ハ
ハ
フ
フ
と
い
き
声
荒
く

	

第
七
若
葉
会�

金
子
ヨ
シ
子

母
の
背
に
眠
る
赤
子
の
顔
み
れ
ば

普
賢
菩
薩
の
笑
み
深
し

	

第
七
若
葉
会�

田
中
佐
亀
三

オ
オ
ル
リ
の
そ
ば
の
の
ど
越
し
忘
ら
れ
ぬ

孫
と
遊
び
し
ふ
れ
あ
い
の
里

	

第
七
若
葉
会�

中
村　

正
夫

霜
柱
こ
ど
も
の
畑
に
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と

顔
を
だ
し
た
る
ゆ
か
い
な
か
た
ち

	

第
七
若
葉
会�

洞
澤　

繁
子

押
し
流
す
激
流
と
の
せ
め
ぎ
合
い

そ
う
は
さ
せ
じ
と
耐
え
て
る
岸
辺

	

楠
木
ク
ラ
ブ�

工
藤　

浩
一

梅
ヶ
香
や
下
枝
に
結
ぶ
恋
み
く
じ

想
い
届
け
よ
風
渡
り
ゆ
く

	

楠
木
ク
ラ
ブ�

田
中　

孚
子

◆
第
15
支
部
◆

秋
日
和
い
ち
ょ
う
ま
つ
り
の
人
の
な
み

気
の
合
う
仲
間
手
づ
く
り
の
店

	

壮
友
会�

ト
ト
ロ

◆
第
16
東
支
部
◆

太
陽
の
令
和
輝
や
く
嚇
々
と

希
望
の
未
来
光
彩
放
つ

	

長
沼
み
の
り
会�

飯
島　

正
一

一
年
の
早
さ
身
に
し
む
年
と
な
り

箱
根
駅
伝
活
力
も
ら
う

	
長
沼
み
の
り
会�

東
海
林
文
子

一
の
酉
暗
さ
違
へ
し
つ
づ
く
店

熊
手
手
に
し
て
良
夜
に
帰
る

	

長
沼
み
の
り
会�

髙
﨑　

一
明

一
度
も
染
め
た
こ
と
な
き
我
が
白
髪

グ
レ
イ
ヘ
ア
ー
と
今
流
行
な
り

	

第
一
豊
寿
会�

権
瓶　

敦
子

◆
第
16
西
支
部
◆

正
月
の
テ
レ
ビ
画
面
に
同
じ
顔

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
ば
か
さ
わ
ぎ

	

小
比
企
寿
会�

平
澤　

進
二
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

軒
下
の
花
咲
く
ご
と
く
黄
金
色

キ
ン
カ
ン
の
実
は
光
り
輝
く

	
片
倉
福
寿
会�

川
幡　

重
郎

赤
と
ん
ぼ
青
空
高
く
舞
う
中
で

仲
間
と
ゴ
ル
フ
に
汗
を
流
す

	

片
倉
福
寿
会�

酒
井　

富
恵

◆
第
17
支
部
◆

家
族
み
な
健
や
か
に
し
て

新
し
き
年
を
迎
へ
る
有
難
き
か
な

	

紫
陽
会�

赤
利　

昌
映

ク
リ
ス
マ
ス
に
第
九
合
唱

魅
了
す
る
歓
喜
の
リ
ズ
ム
が
ホ
ー
ル
揺
る
が
す

	

紫
陽
会�

五
味
渕
弘
平

正
月
の
子
等
の
ハ
シ
ャ
ギ
の
中
に
居
て

こ
の
幸
永
久
に
と
深
く
祈
り
ぬ

	

紫
陽
会�

佐
々
木
智
子

年
賀
状
に
今
年
か
ぎ
り
と
そ
え
ら
れ
て

終
活
の
文
字
頭
を
よ
ぎ
る

	

紫
陽
会�

佐
々
木
浩
美

シ
ニ
ア
向
け
の
今
日
の
講
座
は
「
老
い
支
度
」

揃
っ
て
出
か
け
る
市
民
セ
ン
タ
ー

	

紫
陽
会�

多
々
井
克
昌

◆
第
18
支
部
◆

陽
炎
に
追
わ
れ
て
北
へ
首
都
の
街

五
輪
を
締
め
よ
恋
の
町
に
て

	

松
木
福
寿
会�

大
窪　

哲
哉

　

川　

柳

◆
第
２
支
部
◆

シ
ニ
ア
会
フ
レ
イ
ル
予
防
で
見
直
さ
れ

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ�

小
林　
　

晃

◆
第
3
支
部
◆

か
な
う
な
ら
人
生
逆
走
し
て
み
た
い

	

緑
町
西
緑
寿
会�

島
﨑　

昌
子

◆
第
7
支
部
◆

ず
る
い
の
か
又
休
場
の
二
横
綱

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

田
中　

恭
男

コ
ン
ビ
ニ
が
い
つ
の
ま
に
や
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

	

台
町
四
丁
目
相
生
会�

峰
尾　

仁
子

モ
リ
カ
ケ
に
さ
く
ら
餅
ま
で
嫌
に
な
り

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会�

栗
山　

禎
造

◆
第
10
支
部
◆

疎
遠
詫
び
こ
れ
で
い
い
の
か
賀
詞
終
い

	

丹
木
町
親
睦
会�

片
岡　

勇
司

今
日
も
又
妻
と
歩
け
る
散
歩
道

	

万
青
会�

田
中　
　

寿

◆
第
11
南
支
部
◆

高
尾
山
富
士
に
魅
せ
ら
れ
立
去
れ
ぬ

	

館
町
む
つ
み
会�
中
村　

憲
司

ナ
ツ
メ
ロ
は
知
ら
な
い
振
り
す
る
若
作
り

	

上
館
む
つ
み
会�

田
中　

庸
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

朝
帰
り
一
日
お
く
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス

	
榛
名
福
寿
会�

秋
田
谷
久
勝

犬
散
歩
だ
っ
こ
し
た
い
ね
も
う
一
度

	

榛
名
福
寿
会�

岩
下　
　

勇

散
歩
道
背
中
丸
め
る
我
が
影
や

	

榛
名
福
寿
会�

小
林
ミ
ツ
子

老
二
人
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
パ
ン
を
焼
く

	

榛
名
福
寿
会�

佐
藤
健
二
郎

ク
シ
ャ
ミ
す
る
今
年
も
来
た
よ
憎
い
杉

	

榛
名
福
寿
会�

宮
野　

光
夫

着
ぶ
く
れ
て
体
力
作
り
仲
間
た
ち

	

榛
名
福
寿
会�
山
本　

乃
枝

い
ち
ょ
う
祭
迷
子
に
な
っ
た
は
私

	

狭
間
福
楽
会�

赤
嶺
百
合
子

冬
空
に
サ
ク
ラ
見
る
会
狂
い
咲
き

	

狭
間
福
楽
会�

大
屋　

信
一

◆
第
11
北
支
部
◆

茜
雲
そ
っ
く
り
着
た
い
な
古
希
の
日
に

	

散
田
東
町
朗
友
会�

内
田　

照
代

◆
第
12
支
部
◆

秀
才
も
今
は
変
ら
ぬ
ま
だ
ら
ぼ
け

	

元
二
喜
楽
会�

山
本
タ
ツ
子

◆
第
13
支
部
◆

今
日
も
ま
た
昨
日
の
で
き
事
三
度
き
く

	

美
山
町
寿
会�

西
川　

和
雄

浄
土
ま
で
響
き
合
い
た
い
箸
二
膳

	

美
山
町
寿
会�

原
島　

幸
男

◆
第
14
支
部
◆

Ａ
Ｉ
で
新
曲
熱
唱
ひ
ば
り
ち
ゃ
ん
！

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

北
川　

末
子

高
齢
者
若
人
守
る
役
目
あ
り

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

酒
井　

ト
ミ

合
唱
は
介
護
予
防
の
力
な
り

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
野　

幸
雄

手
を
振
っ
て
笑
顔
で
近
ず
く
他
人
様

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

橋
本
美
恵
子

我
が
病
友
の
エ
ー
ル
に
涙
落
つ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

吉
本　

暎
子

ポ
ニ
ー
の
背
に
孫
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
け
り

	

第
七
若
葉
会�

中
村　

正
夫

あ
れ
そ
れ
で
な
ぜ
か
通
じ
る
老
夫
婦

	

第
七
若
葉
会�

難
波　

幸
子

思
い
切
り
歌
う
演
歌
で
酔
い
ご
こ
ち

	

楠
木
ク
ラ
ブ�

工
藤　

浩
一

飛
び
込
ん
で
も
ぐ
っ
て
ス
マ
ホ
炬
燵
好
き

	
楠
木
ク
ラ
ブ�

鈴
木　

知
子

◆
第
15
支
部
◆

加
齢
を
ば
華
麗
と
変
換
マ
イ
ス
マ
ホ

	

壮
友
会�

奥
田　

靖
二

八
十
路
す
ぎ
ラ
ン
チ
楽
し
む
歩
く
会

	

壮
友
会�

小
俣　

紀
子

◆
第
16
東
支
部
◆

太
公
望
多
摩
川
に
集
い
干
お
ど
る

	

片
倉
台
む
つ
み
会�

野
崎　
　

稔
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
16
西
支
部
◆

箱
根
路
を
走
る
画
面
で
年
明
け
る

	

小
比
企
寿
会�

内
田　

尚
行

ラ
グ
ビ
ー
熱
年
が
明
け
て
も
ニ
ワ
カ
フ
ァ
ン

	

小
比
企
寿
会�

小
林　

宮
子

暖
冬
で
こ
れ
で
い
い
の
か
先
不
安

	

小
比
企
寿
会�

丹
木
キ
ヨ
子

筋
肉
痛
朝
の
散
歩
に
夜
の
体
操
み
ご
と
解
消
毎
日
楽
し
い

	

片
倉
福
寿
会�

酒
井　

富
恵

◆
第
17
支
部
◆

二
千
万
金
の
成
る
木
を
配
布
欲
し

	

下
柚
木
さ
つ
き
会�

小
倉　

節
子

◆
第
18
支
部
◆

皆
見
れ
る
五
輪
の
花
は
北
へ
逃
げ

	

松
木
福
寿
会�

大
窪　

哲
哉八王子警察署　提供
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

明
治
22
年
に
12
の
村
落
が
合
併
し
、

加
住
村
が
誕
生
。
昭
和
30
年
４
月
、
市

町
村
合
併
で
八
王
子
市
に
編
集
し
、
現

在
に
至
る
。

西
に
御
岳
山
、
南
に
丹
沢
連
峰
と
富

士
山
が
遠
望
さ
れ
、
戦
国
の
武
将
北
条

氏
照
の
居
城
滝
山
城
を
中
心
に
栄
え
た

城
下
町
で
、
最
近
で
は
新
滝
山
街
道
が

開
通
、
中
央
道
と
関
越
高
速
道
を
つ
な

ぐ
交
通
の
要
衝
、
東
京
唯
一
の
道
の
駅

「
道
の
駅
八
王
子
滝
山
」
も
あ
る
。

ま
た
、
創
価
大
学
、
東
京
純
心
女
子

学
園
や
富
士
美
術
館
・
村
内
美
術
館
と

言
っ
た
文
教
芸
術
施
設
が
あ
り
、
桜
の

名
所
で
風
光
明
媚
な
自
然
豊
か
な
人
情

味
の
厚
い
地
域
で
あ
る
。

当
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
前
身
で
あ
る
老

人
会
は
遡
る
こ
と
半
世
紀
以
前
、
町
の

中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
村
内
万
助
氏

（
村
内
美
術
館
館
長
村
内
通
昌
氏
の
父
）

が
将
来
の
長
寿
社
会
を
見
通
し
、
い
ち

早
く
八
王
子
市
の
高
齢
者
施
策
に
共

鳴
、
老
人
会
を
結
成
し
た
。

名
称
は
歳
を
重
ね
て
も
い
つ
ま
で
も

青
年
の
よ
う
な
健
康
な
体
・
心
・
頭
を

維
持
し
元
気
に
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご

せ
る
よ
う
「
万
青
会
」
と
命
名
し
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の

の
、
加
住
町
老
人
会
が
そ
の
名
を
引
き

継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。

主
な
活
動
は
各
月
の
定
例
会
・
役
員

会
・
親
睦
会
（
敬
老
会
・
新
年
会
）・

見
学
会
・
学
習
会
・
輪
投
げ
・
カ
ラ
オ

ケ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
（
各
種
支
部
の

大
会
）・
特
養
ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
地
域
の
清
掃
や
行
事
等
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

会
と
会
長
の
紹
介

宮
下
町
夢
追
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

会
員
数
39
名

　

会
長　

岡
部　

章
臣

万
青
会

　

会
員
数
36
名

　

会
長　

小
澤　

茂
雄

丹
木
町
親
睦
会

　

会
員
数
45
名

　

会
長　

芳
賀　

久
伍

名
城
滝
山
城
の
紹
介

・
滝
山
城
は
大
永
元
年
に
築
城
・

北
条
氏
照
居
城

・
平
成
27
年
に
続
日
本
１
０
０
名

城
に
指
定
さ
れ
た

・
平
成
31
年
５
月
３
日
N
H
K
総

合
Ｔ
Ｖ
日
本
最
強
の
城
で
紹

介
、
放
映
さ
れ
た

・
令
和
元
年
は
戦
国
最
強
の
武
田

軍
２
万
と
戦
い
勝
利
、
難
攻
不

落
の
城
と
有
名
。
４
５
０
年
記

念
の
年

・
令
和
3
年
は
滝
山
城
築
城

５
０
０
年
記
念
の
年

第
10
支
部

万
青
会
の
紹
介

万
青
会
の
紹
介

万
青
会
　
会
長
　
小
澤
　
茂
雄

美　術　鑑　賞
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

第
11
南
支
部

本　
　

部

歩
こ
う
会
で
楽
し
く
健
康
に

歩
こ
う
会
で
楽
し
く
健
康
に

本
部
事
務
所
近
隣
の
「
暁

本
部
事
務
所
近
隣
の
「
暁
　　
橋
」
橋
」

め
じ
ろ
台
第
四
む
つ
み
会
　
会
長
　
西
条
　
幸
彦

広
報
部
取
材
　（
宮
下
　
崇
）

当
め
じ
ろ
台
第
四
む
つ
み
会
に
は

コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
ペ
タ
ン
ク
、
輪

投
げ
な
ど
い
ろ
い
ろ
活
発
に
サ
ー
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
つ
に
「
遊ゆ

山さ
ん

会か
い

」
が
あ
り
ま
す
。

年
４
～
５
回
の
不
定
期
開
催
の
歩

こ
う
会
（
日
帰
り
が
主
）
で
、
平
成

14
年
７
月
の
第
１
回
よ
り
令
和
元
年

１
月
ま
で
75
回
、
延
べ
６
４
７
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

行
き
先
は
八
王
子
周
辺
や
Ｊ
Ｒ
中

央
線
・
京
王
線
沿
線
が
多
い
の
で
す

が
、
都
心
の
「
浜
離
宮
」「
浅
草
」「
皇

居
東
御
苑
」「
谷
中
・
根
津
」「
神
田

八
・
シ
ニ
ア
連
の
会
報
は
、
年

３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
各
回
と
も

「
地
域
か
ら
…
こ
ん
に
ち
は
！
」
で

は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
地
域
の
特
色
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
な
る
ほ
ど

な
」「
知
ら
な
か
っ
た
よ
」
な
ど
と
頷

か
れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
初
め
て
、
本
部
（
元
横

山
町
）
か
ら
こ
の
地
域
を
紹
介
し
ま

す
。本

部
事
務
所
の
す
ぐ
近
く
に
暁
町

と
元
横
山
町
を
結
ぶ
浅
川
に
架
橋
さ

明
神
・
湯
島
天
神
」「
築
地
場
外
市
場
」

「
小
石
川
後
楽
園
」「
新
宿
御
苑
」「
国

会
議
事
堂
」「
日
銀
本
店
・
貨
幣
博
物

館
」
な
ど
の

ほ
か
、
遠
く

は
鎌
倉
や

江
ノ
島
、
勝

沼
ぶ
ど
う

郷
、
さ
ら
に

は
箱
根
旧

街
道
（
畑
宿

～
元
箱
根
）

も
歩
き
通

し
ま
し
た

が
、
さ
す
が

近
ご
ろ
皆
さ
ん
歳
を
取
っ
て
き
て
こ

の
よ
う
な
ハ
ー
ド
な
ル
ー
ト
は
無
理

と
な
り
ま
し
た
。

で
も
身
体
の
衰
え
は
足
か
ら
く
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

お
っ
く
う
が
ら
ず
に
今
後
も
元
気

よ
く
歩
く
こ
と
を
心
が
け
て
ゆ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊　山　会（日　高　巾　着　田）
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

れ
た
「
暁
橋
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
暁
橋
は
、
八
王
子
市
郷
土

資
料
館
発
行
の
『
八
王
子
市
郷
土
資

料
館
だ
よ
り
』
98
号
・
２
０
１
６
・

1
）
に
よ
る
と
、

《
浅
川
を
渡
る
に
は
、
江
戸
時
代

で
は
浅
瀬
を
歩
く
か
仮
の
板
橋
を
渡

し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
30
年
代
に

な
る
と
本
格
的
な
木
造
橋
が
架
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
34

年
（
１
９
０
１
）
に
は
浅
川
橋
が
、

明
治
38
年
に
は
大
和
田
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
の

が
暁
橋
で
す
。
地
元
の
通
行
の
利

便
性
を
図
ろ
う
と
、
両
岸
の
安
土

（
や
す
ど
・
安
戸
と
も
言
う
）
と
元

横
山
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
寄
付
を

募
っ
て
資
金
を
集
め
、
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）
11
月
に
着
工
し
、
翌

年
、
待
望
の
木
造
橋
【
暁
橋
】
が
架

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
木
造
橋
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
）
５
月
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
に
架
け
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
元

横
山
町
側
の
橋
の
た
も
と
に
立
派

な
「
暁
橋
架
設
費
寄
付
芳
名
碑
」

（
３
６
９
名
）
が
建
っ
て
お
り
、
地

元
の
人
々
の
橋
に
か
け
た
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
》
と
紹
介
（
要
旨
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
暁
橋
は
、
橋
長
１
１
２
・

60
ｍ
・
幅
員
６
ｍ
の
６
径
間
Ｐ
Ｃ

連
続
箱
桁
で
、
そ
の
後
の
昭
和
53
年

（
１
９
７
８
）
に
下
流
側
の
橋
脚
に

張
出
部
を
追
加
し
て
人
道
橋
（
鈑

桁
）
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
は
「
暁
橋
」
の
下
流
に

「
浅
川
大
橋
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
「
暁
橋
」
は
隠
れ
た
知
る
人
ぞ
知

る
両
岸
の
交
通
の
要
の
よ
う
で
、
人

道
橋
を
利
用
す
る
人
も
多
い
よ
う
で

し
た
。

因
み
に
、
「
暁
橋
」
は
、
八
王
子

の
暁
橋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東

京
都
江
東
区
（
枝
川
～
潮
見
）
、
広

島
市
（
広
島
市
南
区
宇
品
海
岸
～
宇

品
島
）
、
室
蘭
市
に
も
あ
る
よ
う
で

す
。唱

歌
「
み
な
と
」
は
、
広
島
市
の

暁
橋
（
通
称
・
眼
鏡
橋
）
の
橋
の
た

も
と
か
ら
広
島
港
宇
品
の
景
色
を
見

て
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今　の　暁　橋

暁橋寄付芳名碑

暁
橋
の
開
橋
式
（
大
正
12 

年
）

�

写
真
提
供
：
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

○
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　
本
紙
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「新町長寿会」と「狭間福楽会」「新町長寿会」と「狭間福楽会」

東京都優良老人クラブ表彰東京都優良老人クラブ表彰
令和元年 12 月４日文京区シビックホールにおいて、東京都知事から第４支部の「新町長寿会」

（眞﨑民子 会長）が優良老人クラブ特別表彰を、第 11 南支部の「狭間福楽会」（鈴木長一 会長）
が優良老人クラブ一般表彰を、それぞれ受賞されました。

これは、永年にわたり積極的に地域の高齢福祉の増進のために活動し多大な成果をあげられ
て、その活動が他の老人クラブの模範となっていることが認められたものです。

狭
間
福
楽
会
（
鈴
木
会
長
）

新
町
長
寿
会
（
眞
﨑
会
長
）

トピックス

令
和
元
年
度
の
事
業
（
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
芸
能
大
会
、
研
修
旅

行
、
活
動
展
、
趣
味
の
作
品
展
等
）

も
会
員
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
・
ご

協
力
の
お
陰
で
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

本
号
（
文
芸
特
集
）
に
掲
載
の
俳

句
・
短
歌
・
川
柳
に
は
、
会
員
の
皆

様
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
１
５
２
号
は
総
会
特
集
で
、

地
域
紹
介
は
11
北
、
12
、
13
支
部
と

な
り
ま
す
。

原
稿
の
締
め
切
り
は
５
月
中
旬
で

す
。
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
稲
葉
）

編
集
後
記
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